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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
　
オ
ー
ル
ラ
イ
ダ
ー
Ｖ
Ｓ
大
シ
ョ
ッ
カ
ー

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
４
０
４
Ｐ

【
作
者
名
】

　
水
城
柳
羅

【
あ
ら
す
じ
】

　
世
界
は
崩
壊
の
道
筋
へ
と
進
ん
で
い
た
・
・
・
。
士
達
は
新
し
い
世
界
へ
た

ど
り
着
く
。
し
か
し
そ
こ
は
士
に
と
っ
て
見
た
こ
と
の
あ
る
世
界
。
「
こ
こ
は

士
く
ん
の
世
界
？
！
」
自
分
の
世
界
へ
と
降
り
立
ち
、
数
々
の
記
憶
が
自
分
の

脳
裏
を
か
す
め
る
。
世
界
の
崩
壊
か
ら
救
う
た
め
、
全
ラ
イ
ダ
ー
と
戦
い
最
強

の
ラ
イ
ダ
ー
を
決
め
る
バ
ト
ル
へ
と
発
展
し
・
・
・
？

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

夏
の
陣
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
　
オ
ー
ル
ラ
イ
ダ
ー
Ｖ
Ｓ
大
シ
ョ
ッ
カ
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ー
」
の
要
素
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
漫
画
版
オ
ー
ル
ラ
イ
ダ
ー
Ｖ
Ｓ
大
シ
ョ
ッ
カ

ー
を
軸
に
話
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
い
る
。
勿
論
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
設
定
も
加

え
て
い
く
つ
も
り
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
設
定
は
変
え
ず
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い

る
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
光
夏
海
の
夢

少
女
は
夢
を
見
て
い
た
。

少
女
の
名
前
は
光
夏
海
。

そ
の
夢
は
悪
夢
。
世
界
が
崩
壊
す
る
・
・
・
そ
の
直
前
の
夢
。

そ
の
夢
は
オ
ー
ル
ラ
イ
ダ
ー
が
一
人
の
ラ
イ
ダ
ー
と
闘
っ
て
い
る
・
・
・
そ
ん

な
夢
。

し
か
し
い
つ
の
間
に
か
ラ
イ
ダ
ー
達
の
人
数
が
減
っ
て
行
く
。

ひ
と
り
、
ま
た
ひ
と
り
・
・
・
。
ひ
と
り
の
ラ
イ
ダ
ー
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
て
い

く
。

夏
海
「
・
・
・
こ
れ
は
一
体
・
・
・
。
何
が
起
き
て
い
る
ん
で
す
か
・
・
・
？
」

爆
発
の
音
と
と
も
に
数
が
減
っ
て
い
く
。

そ
の
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
な
ん
と
か
逃
げ
切
っ
て
い
る
夏
海
・
・
・
。

そ
ん
な
中
、
一
人
の
ラ
イ
ダ
ー
と
出
く
わ
す
。

ク
ウ
ガ
「
夏
海
ち
ゃ
ん
！
ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
？
！
早
く
逃
げ
て
！
」

夏
海
「
ユ
ウ
ス
ケ
・
・
・
？
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
が
・
・
・
。
」

ク
ウ
ガ
「
い
い
か
ら
！
！
！
」

そ
ん
な
と
き
。

夏
海
の
近
く
で
大
き
な
爆
発
が
お
き
た
。

夏
海
「
き
ゃ
っ
！
！
」

と
っ
さ
に
か
ら
だ
を
す
く
め
る
。

す
る
と
先
ほ
ど
の
ラ
イ
ダ
ー
と
も
う
一
人
の
ラ
イ
ダ
ー
だ
け
が
立
っ
て
い
た
。
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そ
の
姿
を
見
て
愕
然
と
す
る
夏
海
。

夏
海
「
・
・
・
ユ
ウ
ス
ケ
・
・
・
？
・
・
・
士
く
ん
・
・
・
？
」

ク
ウ
ガ
「
俺
は
倒
す
・
・
・
！
お
前
を
・
・
・
！
」

デ
ィ
ケ
イ
ド
「
や
っ
て
み
ろ
。
」

ク
ウ
ガ
は
真
っ
黒
の
オ
ー
ラ
を
放
ち
な
が
ら
突
進
し
て
い
く
。

そ
の
姿
は
ま
る
で
闇
。

夏
海
「
ダ
メ
・
・
・
！
こ
れ
以
上
二
人
が
戦
っ
た
ら
・
・
・
！
」

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
ク
ウ
ガ
「
ウ
オ
ォ
オ
オ
オ
オ
オ
！
！
！
！
」

夏
海
「
世
界
が
・
・
・
世
界
が
滅
び
て
し
ま
う
・
・
・
！
」

そ
ん
な
夏
海
の
声
も
届
か
な
い
ま
ま
、
腕
に
力
を
込
め
る
二
人
。

そ
し
て
そ
の
ま
ま
・
・
・

夏
海
「
ユ
ウ
ス
ケ
・
・
・
！
士
く
ん
・
・
・
！
！
！
」

≪
大
爆
発
≫

Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
…
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
光
夏
海
の
夢
（
後
書
き
）

デ
ィ
ケ
イ
ド
の
小
説
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、

こ
の
夏
の
陣
を
書
く
の
が
一
番
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
の
で
全
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
で
は
な
く
、
本
編
や
漫
画
版
の
い
い
と
こ
ろ
を

取
り
入
れ
な
が
ら
書
い
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
漫
画
版
の
進
め
方
が
気
に
入
っ
て
い
る
た
め
、

漫
画
版
を
軸
に
書
い
て
い
く
つ
も
り
で
い
ま
す
。

目
標
は
全
十
五
話
＋
エ
ピ
ロ
ー
グ
＋
総
括
。

頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水
城
柳
羅
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第
一
話
　
士
の
世
界
（
前
書
き
）

つ
い
に
始
ま
り
ま
し
た
！

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
夏
の
陣
！

自
分
の
中
で
彼
ら
を
ど
う
動
か
す
か
、
構
想
中
で
す
が

な
ん
と
な
く
終
わ
り
は
綺
麗
に
な
る
だ
ろ
う
と
！

あ
、
あ
と
、
映
画
版
ほ
ぼ
無
視
で
進
み
ま
す
！
（
↑
）

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。
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第
一
話
　
士
の
世
界

い
つ
も
の
よ
う
に
タ
ペ
ス
ト
リ
が
落
ち
て
く
る
。

彼
ら
は
こ
の
タ
ペ
ス
ト
リ
が
落
ち
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
を
移
動
し
て

い
た
。

そ
し
て
ま
た
今
日
。

新
し
い
タ
ペ
ス
ト
リ
が
落
ち
て
き
た
の
で
あ
る
。

夏
海
「
・
・
・
こ
れ
は
一
体
何
の
世
界
な
ん
で
し
ょ
う
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
・
・
・
さ
ぁ
。
な
ん
か
家
の
写
真
み
た
い
だ
。
」

栄
次
郎
「
・
・
・
あ
れ
？
こ
の
風
景
ど
こ
か
で
・
・
・
。
」

光
栄
次
郎
。

記
憶
が
な
い
士
を
拾
っ
て
く
れ
た
。
謎
の
人
物
。

彼
は
何
か
を
探
し
に
玄
関
の
方
へ
と
足
を
進
め
た
。

栄
次
郎
「
・
・
・
あ
っ
た
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
れ
。
こ
の
写
真
と
似
て
い
る
ね
。
」

夏
海
「
そ
う
い
え
ば
・
・
・
。
」

士
「
・
・
・
似
て
い
る
な
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
で
も
な
ん
で
こ
れ
が
こ
こ
に
？
」

士
「
さ
ぁ
な
。
」

夏
海
「
ち
ょ
っ
と
！
士
く
ん
！
ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か
！
」

士
「
こ
の
家
を
探
し
て
み
れ
ば
い
い
だ
ろ
。
何
か
わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

な
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
お
、
お
い
！
」

士
は
こ
の
世
界
の
こ
と
を
な
ん
と
な
く
つ
か
ん
で
い
た
。

風
景
に
見
覚
え
が
あ
る
。
あ
の
家
の
道
筋
も
。
そ
し
て
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
鍵
が
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入
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
 

―
 

―
 

―
 

―

士
た
ち
は
バ
イ
ク
に
乗
り
（
夏
海
は
士
の
後
ろ
に
乗
っ
て
い
る
）
、
写
真
の
家

を
探
し
始
め
た
。

士
の
行
動
に
疑
問
を
抱
き
な
が
ら
も
後
ろ
か
ら
付
い
て
く
る
ユ
ウ
ス
ケ
。

士
の
勘
は
・
・
・
こ
う
い
う
と
き
こ
そ
当
た
る
。

夏
海
「
探
す
っ
て
・
・
・
わ
か
る
ん
で
す
か
？
」

士
「
俺
の
勘
が
当
た
っ
て
い
れ
ば
、
な
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
・
・
・
大
丈
夫
か
よ
。
」

士
が
運
転
し
て
い
た
バ
イ
ク
が
急
停
止
す
る
。

い
き
な
り
止
ま
っ
た
の
で
、
後
ろ
に
乗
っ
て
い
た
夏
海
、
後
ろ
か
ら
追
い
か
け

て
い
た
ユ
ウ
ス
ケ
が
驚
く
。

そ
し
て
ユ
ウ
ス
ケ
は
士
に
叫
ん
だ
。

ユ
ウ
ス
ケ
「
お
、
お
い
！
急
に
と
ま
る
な
！
危
な
い
だ
ろ
！
」

夏
海
「
・
・
・
心
臓
が
止
ま
る
か
と
思
い
ま
し
た
・
・
・
。
」

士
「
・
・
・
あ
れ
だ
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
・
夏
海
「
「
え
え
？
！
」
」

目
の
前
に
は
タ
ペ
ス
ト
リ
・
写
真
と
全
く
同
じ
家
が
建
っ
て
い
た
・
・
・
。

そ
の
光
景
を
見
て
驚
く
ユ
ウ
ス
ケ
。
士
は
や
っ
ぱ
り
な
、
と
い
う
表
情
を
し
て

い
る
。

ユ
ウ
ス
ケ
「
・
・
・
な
ん
で
わ
か
っ
た
ん
だ
よ
。
」

士
「
・
・
・
見
覚
え
が
あ
る
ん
だ
。
こ
の
風
景
。
」

夏
海
「
・
・
・
そ
れ
じ
ゃ
あ
・
・
・
こ
こ
は
士
く
ん
の
世
界
・
・
・
？
！
」
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士
「
・
・
・
俺
の
・
・
・
世
界
・
・
・
？
」

こ
こ
は
「
士
の
世
界
」
・
・
・
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
 

―
 

―
 

―
 

―

３
人
は
扉
の
前
に
立
っ
て
い
た
。

士
は
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
か
ら
鍵
を
取
り
だ
す
。

そ
の
行
動
に
も
驚
く
ユ
ウ
ス
ケ
。

ユ
ウ
ス
ケ
「
え
え
？
！
そ
れ
、
何
処
か
ら
出
て
き
た
ん
だ
よ
！
」

士
「
入
っ
て
た
ん
だ
よ
。
こ
の
世
界
に
来
た
時
か
ら
。
」

夏
海
「
じ
ゃ
あ
こ
れ
が
こ
の
家
の
鍵
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
じ
ゃ
あ
こ
こ
っ
て
・
・
・
も
し
か
し
て
。
」

夏
海
「
士
く
ん
の
家
・
・
・
？
」

士
「
と
り
あ
え
ず
入
る
ぞ
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
い
い
の
か
よ
。
不
法
侵
入
だ
ぞ
。
」

士
「
俺
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
の
な
ら
別
に
不
法
侵
入
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
が
。
」

夏
海
「
口
げ
ん
か
し
て
い
な
い
で
、
行
き
ま
す
よ
！
」

夏
海
に
な
だ
め
ら
れ
な
が
ら
、
家
の
中
へ
と
入
っ
て
行
く
士
た
ち
。

士
は
思
っ
た
。
や
は
り
こ
こ
を
知
っ
て
い
る
、
と
。

士
「
（
こ
の
先
に
階
段
が
あ
っ
て
。
そ
れ
を
上
る
と
・
・
・
。
何
が
あ
る
ん
だ
・

・
・
？
）
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
・
・
・
ピ
ア
ノ
の
音
？
」

夏
海
「
こ
れ
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
月
の
光
・
・
・
。
」

士
「
詳
し
い
ん
だ
な
、
ナ
ツ
ミ
カ
ン
の
く
せ
に
。
」

夏
海
「
ち
ょ
っ
と
・
・
・
そ
れ
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
？
」
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笑
い
の
ツ
ボ
を
今
に
も
し
そ
う
な
姿
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
上
何
も
い
わ
な

く
な
っ
た
士
。

し
か
し
目
の
前
に
白
い
階
段
が
現
れ
た
途
端
、
彼
の
中
で
勘
が
確
信
に
変
わ
る
。

士
「
（
俺
は
な
ぜ
こ
こ
を
知
っ
て
い
る
ん
だ
・
・
・
？
）
」

階
段
を
上
る
と
白
い
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
少
女
が
い
た
。

ユ
ウ
ス
ケ
が
少
し
音
を
立
て
て
し
ま
う
。

少
女
「
・
・
・
誰
？
！
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
・
・
あ
！
」

士
「
・
・
・
バ
カ
野
郎
。
」
（
ユ
ウ
ス
ケ
を
ど
つ
く
）

ユ
ウ
ス
ケ
「
い
て
っ
！
」

少
女
は
士
の
方
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。

そ
の
視
線
に
気
づ
い
た
の
か
、
士
も
少
女
の
方
に
視
線
を
向
け
る
。

す
る
と
い
き
な
り
少
女
が
士
に
駆
け
寄
っ
て
く
る
。

少
女
「
お
兄
ち
ゃ
ん
！
！
！
」

士
「
・
・
・
？
！
」

少
女
「
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
の
ね
？
小
夜
、
嬉
し
い
！
」

士
「
・
・
・
俺
が
、
か
？
」

少
女
「
・
・
・
ど
う
し
た
の
？
お
兄
ち
ゃ
ん
。
」

い
き
な
り
の
こ
の
行
動
に
戸
惑
っ
て
し
ま
う
士
。

少
女
は
反
応
が
返
っ
て
こ
な
い
士
を
心
配
そ
う
な
視
線
を
向
け
る
。

男
「
何
か
あ
り
ま
し
た
か
、
小
夜
さ
ま
。
」

少
女
「
月
影
さ
ん
！
お
兄
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
き
た
の
！
」

男
「
・
・
・
？
！
士
さ
ん
？
」



12

士
「
・
・
・
俺
は
・
・
・
。
」

夏
海
は
こ
の
ま
ま
で
は
ら
ち
が
明
か
な
い
と
思
っ
た
の
か
、
二
人
に
士
は
記
憶

が
な
い
こ
と
を
話
す
。

そ
の
事
実
を
聞
か
さ
れ
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
小
夜
を
支
え
る
月
影
と
呼
ば
れ
た

謎
の
男
・
・
・
。

月
影
「
そ
う
で
す
か
。
士
さ
ん
は
記
憶
を
・
・
・
。
」

夏
海
「
は
い
・
・
。
」

月
影
「
１
年
前
、
士
さ
ん
は
旅
に
出
ら
れ
ま
し
た
・
・
・
。
残
さ
れ
た
妹
の
小

夜
さ
ま
は
ず
っ
と
お
帰
り
を
お
待
ち
し
て
い
た
の
で
す
が
・
・
・
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
ま
ぁ
で
も
さ
、
こ
こ
が
士
の
世
界
な
の
は
間
違
い
な
い
み
た
い
だ

し
。
」

夏
海
「
そ
う
で
す
よ
。
こ
こ
が
士
く
ん
の
旅
の
ゴ
ー
ル
な
ら
、
世
界
は
救
わ
れ

た
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

月
影
「
い
え
・
・
・
ま
だ
で
す
！
！
！
世
界
は
破
滅
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。
」

士
た
ち
は
驚
く
。

士
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
・
・
・
？
」

月
影
「
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

各
世
界
の
ラ
イ
ダ
ー
の
力
が
た
が
い
に
引
き
寄
せ
あ
い
、
全
て
の
世
界
を
一
つ

に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
・
・
・
。
」

士
「
・
・
・
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
話
だ
な
・
・
・
！
で
、
ど
う
す
れ
ば
世

界
は
救
わ
れ
る
？
」

月
影
が
に
や
り
と
笑
い
こ
う
つ
ぶ
や
い
た
。

月
影
「
最
強
の
ラ
イ
ダ
ー
を
決
め
る
ん
で
す
。
そ
れ
も
た
っ
た
一
人
・
・
・
。
」

士
「
・
・
・
最
強
の
ラ
イ
ダ
ー
・
・
・
？
」
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Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
…
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第
一
話
　
士
の
世
界
（
後
書
き
）

遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

こ
ん
な
感
じ
で
進
ん
で
い
き
ま
す
！

全
て
を
破
壊
し
、
全
て
を
繋
げ
！
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第
二
話
　
ラ
イ
ダ
ー
バ
ト
ル
（
前
書
き
）

映
画
版
に
し
て
も
漫
画
版
に
し
て
も

可
哀
想
な
位
置
に
い
る
ユ
ウ
ス
ケ
・
・
・
。

こ
の
小
説
で
も
や
は
り
可
哀
想
な
位
置
に
な
る
ユ
ウ
ス
ケ
・
・
・
。

・
・
・
ユ
ウ
ス
ケ
フ
ァ
ン
の
方
す
み
ま
せ
ん
（
↑
）
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第
二
話
　
ラ
イ
ダ
ー
バ
ト
ル

月
影
「
最
強
の
ラ
イ
ダ
ー
を
決
め
る
ん
で
す
。
そ
れ
も
た
っ
た
一
人
・
・
・
。
」

士
「
・
・
・
最
強
の
ラ
イ
ダ
ー
・
・
・
だ
と
？
」

月
影
「
え
ぇ
。
そ
う
す
れ
ば
世
界
は
救
わ
れ
ま
す
・
・
・
。
」

士
は
疑
問
に
思
っ
た
。

そ
ん
な
簡
単
に
事
が
進
む
も
の
な
の
か
、
と
。

し
か
し
夏
海
や
ユ
ウ
ス
ケ
は
あ
ま
り
疑
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

ユ
ウ
ス
ケ
「
じ
ゃ
あ
そ
の
最
強
の
ラ
イ
ダ
ー
が
決
ま
れ
ば
・
・
・
。
」

夏
海
「
世
界
は
救
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？
」

月
影
「
え
ぇ
。
そ
う
で
す
。
」

士
「
・
・
・
待
て
よ
。
そ
ん
な
簡
単
に
い
く
も
の
な
の
か
？
」

月
影
「
・
・
・
い
き
ま
す
よ
。
あ
な
た
の
作
っ
た
世
界
を
つ
な
ぐ
橋
を
使
っ
て

ね
。
」

士
「
・
・
・
俺
が
作
っ
た
世
界
を
つ
な
ぐ
橋
・
・
・
？
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
な
ん
な
ん
だ
そ
れ
は
。
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

そ
う
思
っ
た
士
だ
っ
た
が
、
頭
の
中
に
映
像
が
流
れ
込
ん
で
く
る
。

大
シ
ョ
ッ
カ
ー
の
こ
と
・
・
・
昔
の
自
分
・
・
・
そ
し
て
・
・
・
。

士
「
（
こ
れ
は
・
・
・
。
そ
う
か
・
・
・
。
そ
う
い
う
こ
と
か
・
・
・
。
）
」

士
は
ニ
ヤ
ッ
と
笑
っ
た
。

そ
れ
に
気
づ
い
た
の
は
小
夜
と
月
影
だ
け
・
・
・
。
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小
夜
「
・
・
・
お
兄
ち
ゃ
ん
？
」

士
「
そ
う
か
・
・
・
す
べ
て
わ
か
っ
た
！
！
」

夏
海
「
・
・
え
？
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
じ
ゃ
あ
記
憶
が
・
・
・
？
」

士
「
月
影
・
・
・
全
て
の
ラ
イ
ダ
ー
を
集
め
ろ
！
！
誰
が
最
強
か
勝
負
し
て
や

る
！
こ
の
世
界
は
・
・
・
俺
が
救
う
！
！
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
 

―
 

―
 

―
 

―

最
強
の
ラ
イ
ダ
ー
を
決
め
る
バ
ト
ル
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
士
と
ユ
ウ
ス

ケ
。

夏
海
は
客
席
で
見
守
る
こ
と
に
。

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
最
強
の
ラ
イ
ダ
ー
を
決
め
る
ラ
イ
ダ
ー
バ
ト
ル
！
！
最
初
の

対
戦
は
・
・
・
？
！
」

　
『
デ
ィ
ケ
イ
ド
Ｖ
Ｓ
ア
マ
ゾ
ン
！
！
』

士
「
さ
っ
そ
く
俺
の
試
合
だ
な
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
頑
張
れ
よ
！
」

士
「
・
・
・
あ
ぁ
。
」

客
席
の
後
ろ
方
で
見
つ
め
て
い
る
月
影
。
そ
れ
に
目
配
せ
す
る
士
・
・
・
。

そ
の
ま
ま
バ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
と
消
え
て
い
っ
た
・
・
・
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
 

―
 

―
 

―
 

―

士
は
バ
ッ
ク
ル
を
取
り
出
し
腰
に
巻
く
。

目
の
前
の
相
手
を
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
な
が
ら
考
え
込
む
。

相
手
が
ア
マ
ゾ
ン
な
ら
、
何
に
変
身
す
る
と
い
い
か
、
と
。
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士
「
変
身
！
」

［
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
］

［
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
！
］

響
鬼
－
Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
さ
て
、
い
く
ぜ
！
」

ア
マ
ゾ
ン
「
ア
ー
マ
ー
ゾ
ー
ン
！
！
！
！
」

［
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
－
Ｂ
Ｏ
Ｕ
 

Ｒ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ａ
！
］

響
鬼
－
Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
た
ぁ
！
！
！
」

ア
マ
ゾ
ン
は
そ
の
攻
撃
を
よ
け
、
士
の
腕
を
か
み
つ
く
。

響
鬼
－
Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
い
っ
て
！
お
い
！
反
則
だ
ろ
！
」

［
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
！
！
］

鬼
火
に
よ
っ
て
ア
マ
ゾ
ン
は
デ
ィ
ケ
イ
ド
か
ら
離
れ
る
。

攻
撃
の
態
勢
に
入
ろ
う
と
し
た
と
き
、
士
は
も
う
必
殺
技
の
準
備
を
し
て
い
た
。

響
鬼
「
一
気
に
決
め
る
か
！
」

［
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
！
！
］

響
鬼
「
は
ぁ
あ
あ
！
！
！
！
」

≪
爆
発
≫
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ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
デ
ィ
ケ
イ
ド
勝
利
ー
！
！
！
」

ユ
ウ
ス
ケ
と
夏
海
は
客
席
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
。

士
が
客
席
の
方
に
戻
っ
て
く
る
と
、
ユ
ウ
ス
ケ
が
オ
●
●
ミ
ン
Ｃ
を
渡
す
。

ユ
ウ
ス
ケ
「
や
っ
た
な
！
」

士
「
・
・
・
俺
た
ち
は
い
つ
か
は
戦
う
定
め
だ
ぞ
？
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
そ
の
時
は
俺
が
倒
す
！
」

士
「
ふ
ん
・
・
・
勝
手
に
言
っ
て
ろ
。
」

夏
海
は
そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
微
笑
み
な
が
ら
眺
め
て
い
た
。

し
か
し
月
影
は
無
表
情
で
二
人
を
見
つ
め
て
い
た
の
だ
っ
た
・
・
・
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
 

―
 

―
 

―
 

―

ユ
ウ
ス
ケ
も
順
調
に
勝
ち
進
み
、
と
う
と
う
最
終
決
戦
と
な
る
。

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
各
地
で
激
し
い
ラ
イ
ダ
ー
バ
ト
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
・
・
・
。
い
よ
い
よ
最
後
の
頂
上
決
戦
だ
！
」

士
「
で
、
ど
の
ラ
イ
ダ
ー
が
勝
ち
残
っ
た
ん
だ
？
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
・
・
・
や
っ
ぱ
り
士
も
勝
ち
残
っ
た
ん
だ
な
。
」

士
「
お
前
も
な
。
」

海
東
「
お
い
お
い
、
僕
を
忘
れ
て
も
ら
っ
た
ら
困
る
な
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
海
東
？
！
お
前
は
い
な
か
っ
た
は
ず
じ
ゃ
・
・
・
？
！
」

海
東
「
ギ
ギ
の
腕
輪
し
か
奪
え
な
か
っ
た
よ
。
」

士
「
・
・
・
ど
ん
な
手
を
使
っ
た
か
知
ら
な
い
が
・
・
・
。
」

海
東
が
現
れ
騒
然
と
な
る
が
、
士
は
特
に
気
に
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

そ
れ
よ
り
彼
は
相
手
が
気
に
な
る
の
だ
。
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ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
勝
ち
残
っ
た
６
人
の
ラ
イ
ダ
ー
に
よ
る
タ
ッ
グ
バ
ト
ル
！
勝

ち
残
っ
た
ラ
イ
ダ
ー
は
・
・
・
！
」

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
！
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｖ
３
！
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
ス
ー
パ
ー
１
！
そ
し
て
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
ケ
イ
ド
！
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
ク
ウ
ガ
！
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
エ
ン
ド
だ
！
！
」

士
は
残
っ
た
ラ
イ
ダ
ー
を
見
て
少
し
疑
問
を
抱
く
が
、
そ
こ
は
気
に
し
な
い
こ

と
に
し
た
。

倒
せ
ば
い
い
の
だ
・
・
・
。

士
・
ユ
ウ
ス
ケ
・
海
東
「
「
「
変
身
！
！
！
」
」
」

［
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
］
 

［
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
］

［
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
！
！
］
 

［
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
！
！
］

Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
よ
し
、
行
く
ぞ
。
」

ク
ウ
ガ
「
よ
っ
し
ゃ
！
」

Ｄ
Ｅ
Ｄ
「
・
・
・
。
」

デ
ィ
ケ
イ
ド
＆
ク
ウ
ガ
＆
デ
ィ
エ
ン
ド
　
Ｖ
Ｓ
　
ブ
ラ
ッ
ク
＆
Ｖ
３
＆
ス
ー
パ

ー
１
の
闘
い
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
・
・
・
。

そ
ん
な
中
、
月
影
だ
け
は
笑
っ
て
い
た
・
・
・
た
だ
。

夏
海
は
そ
ん
な
月
影
の
様
子
に
気
づ
か
な
い
で
い
た
・
・
・
。

彼
の
目
的
と
は
一
体
・
・
・
？

Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
…
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第
二
話
　
ラ
イ
ダ
ー
バ
ト
ル
（
後
書
き
）

会
話
ば
か
り
で
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
！

次
回
は
な
る
べ
く
心
象
描
写
も
増
や
し
ま
す
・
・
・
。

・
・
・
あ
れ
、
映
画
版
の
相
手
っ
て
こ
れ
で
し
た
っ
け
。

ス
ー
パ
ー
１
・
・
・
だ
っ
け
。
な
ん
か
思
い
出
せ
な
い
（
↑
）

漫
画
版
と
同
じ
、
っ
て
こ
と
で
お
願
い
し
ま
す
（
（
笑

世
界
を
破
壊
し
、
世
界
を
繋
げ
！
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第
三
話
　
月
影
の
真
の
姿
・
・
・
（
前
書
き
）

ユ
ウ
ス
ケ
ク
ウ
キ
…
ｏ
ｒ
ｚ

そ
し
て
海
東
は
本
当
に
し
ょ
ー
も
な
い
↑

月
影
は
や
っ
ぱ
り
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
ね
↑

え
っ
と
…
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
だ
そ
う
で
す
ね
…

知
ら
な
か
っ
た
…
↑

じ
ゃ
あ
、
シ
ョ
ッ
カ
ー
ラ
イ
ダ
ー
も
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
な
ん
で
す
か
ね
…
？

そ
れ
で
は
第
三
話
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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第
三
話
　
月
影
の
真
の
姿
・
・
・

最
終
決
戦
は
３
対
３
の
タ
ッ
グ
バ
ト
ル
。

海
東
は
ど
う
や
っ
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
の
か
は
謎
だ
が
、
士
は
特
に
気
に
し

な
い
こ
と
に
し
た
。

Ｄ
Ｅ
Ｄ
「
さ
て
、
ど
う
戦
お
う
か
。
」

Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
ど
う
せ
お
前
は
何
か
の
お
宝
目
当
て
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

Ｄ
Ｅ
Ｄ
「
…
失
礼
し
ち
ゃ
う
な
。
士
を
助
け
に
き
て
あ
げ
た
の
に
。
」

Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
勝
手
に
言
っ
て
ろ
。
付
き
合
い
き
れ
ん
。
」

　
Ｄ
Ｃ
Ｄ
［
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
！
！
］

　
Ｄ
Ｅ
Ｄ
［
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
！
！
］

一
方
、
ユ
ウ
ス
ケ
は
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

ク
ウ
ガ
「
く
っ
そ
…
強
い
…
！
士
た
ち
は
何
や
っ
て
ん
だ
よ
ー
…
」

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
「
は
っ
！
！
」

ク
ウ
ガ
「
わ
わ
わ
っ
！
！
」

　
Ｄ
Ｃ
Ｄ
［
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
！
！
］

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
「
ん
が
っ
！
」

Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
っ
た
く
、
何
や
っ
て
ん
だ
…
」

ク
ウ
ガ
「
士
こ
そ
…
！
」

士
は
も
う
一
度
相
手
の
様
子
を
見
た
。

海
東
も
近
く
に
寄
っ
て
く
る
。
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Ｄ
Ｅ
Ｄ
「
…
さ
て
。
後
は
頼
ん
だ
よ
」

Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
…
は
？
！
」

　
Ｄ
Ｅ
Ｄ
［
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｉ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
！
！
］

海
東
は
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
の
カ
ー
ド
で
戦
線
離
脱
し
た
。

ク
ウ
ガ
「
ち
ょ
…
！
そ
れ
、
逃
げ
…
…
！
」

ユ
ウ
ス
ケ
が
海
東
が
消
え
た
方
向
を
見
て
い
る
と
、
相
手
側
は
ア
イ
コ
ン
タ
ク

ト
を
し
、
攻
撃
を
し
か
け
た
。

ク
ウ
ガ
「
…
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
」

Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
ユ
ウ
ス
ケ
！
！
」

ユ
ウ
ス
ケ
も
戦
線
離
脱
と
な
り
、
士
は
一
人
で
三
人
と
戦
う
ハ
メ
に
な
っ
た
。

Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
ち
っ
！
」

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
お
っ
と
ー
？
！
デ
ィ
ケ
イ
ド
ピ
ン
チ
！
一
人
で
ど
う
や
っ
て

三
人
と
戦
う
つ
も
り
な
の
か
ぁ
？
！
」

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
「
一
気
に
決
め
る
ぞ
！
」

Ｖ
３
「
Ｖ
３
逆
ダ
ブ
ル
タ
イ
フ
ー
ン
！
」

Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
く
そ
っ
！
」

　
［
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！
！
］

士
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
カ
ー
ド
で
分
身
を
作
っ
た
。
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［
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
 

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
！
！
］

Ｄ
Ｃ
Ｄ
「
ハ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
」

《
大
爆
発
》

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
ど
ち
ら
が
勝
っ
た
の
か
？
！
…
お
っ
と
ー
？
！
立
っ
て
い
る

の
は
デ
ィ
ケ
イ
ド
！
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
勝
利
だ
ぁ
！
！
」

士
は
変
身
を
解
除
し
た
。

そ
こ
に
ユ
ウ
ス
ケ
と
夏
海
が
駆
け
寄
っ
て
く
る
。

ユ
ウ
ス
ケ
「
や
っ
た
な
！
士
！
」

士
「
…
あ
ぁ
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
そ
れ
に
し
て
も
強
か
っ
た
な
。
ま
た
出
会
っ
た
ら
、
手
合
わ
せ
し

た
い
ぜ
。
」

士
「
…
ラ
イ
ダ
ー
は
消
滅
し
た
…
。
も
う
出
会
う
こ
と
は
な
い
…
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
よ
？
」

夏
海
が
士
に
尋
ね
よ
う
と
し
た
と
き
、
後
方
か
ら
突
然
拍
手
が
聞
こ
え
て
く
る
。

…
月
影
だ
。

月
影
「
…
さ
す
が
デ
ィ
ケ
イ
ド
（
破
壊
者
）
で
す
ね
…
。
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
月
影
さ
ん
…
？
」

士
「
…
ど
う
な
ん
だ
、
月
影
。
こ
れ
で
世
界
は
救
わ
れ
た
の
か
？
」

月
影
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
な
が
ら
、
士
の
言
葉
を
否
定
す
る
。
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月
影
「
い
い
え
。
ま
だ
で
す
。
」

士
「
…
…
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」

月
影
「
ま
だ
倒
す
べ
き
ラ
イ
ダ
ー
が
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

月
影
は
ユ
ウ
ス
ケ
を
指
差
し
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
。

ユ
ウ
ス
ケ
は
驚
き
な
が
ら
士
と
月
影
を
見
て
い
る
。

士
「
…
ま
て
、
こ
い
つ
は
…
…
。
」

月
影
「
…
そ
れ
か
ら
あ
な
た
も
。
」

士
「
…
？
！
」

《
ド
ォ
ォ
ォ
ン
！
！
》

大
き
な
爆
発
が
起
こ
っ
た
。

咄
嗟
に
顔
を
覆
う
士
と
夏
海
…
。

お
さ
ま
っ
て
か
ら
顔
を
あ
げ
る
と
、
灰
色
の
仮
面
を
被
っ
た
人
物
が
気
絶
し
て

い
る
ユ
ウ
ス
ケ
を
拘
束
し
て
い
た
。

夏
海
「
ゆ
、
ユ
ウ
ス
ケ
！
！
」

士
「
…
月
影
…
。
騙
し
て
い
た
の
か
。
」

月
影
「
ラ
イ
ダ
ー
は
私
だ
け
で
い
い
…
。
こ
の
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
だ
け
で
な
！
」

シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
は
士
を
思
い
切
り
蹴
飛
ば
し
た
。

士
「
…
ぐ
ぁ
っ
！
」

夏
海
「
士
く
ん
！
！
」

壁
に
直
撃
し
、
一
瞬
息
が
出
来
な
く
な
る
。
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士
「
ご
ほ
っ
！
…
く
っ
…
！
！
」

シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
「
…
お
前
は
よ
く
働
い
た
。
そ
れ
だ
け
は
褒
め
て
や
ろ
う
。
」

士
「
ま
、
待
て
！
…
ぐ
っ
…
！
」

ま
だ
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
衝
撃
の
せ
い
で
、
動
け
な
い
。

そ
の
ま
ま
シ
ャ
ド
ー
ム
ー
ン
は
ユ
ウ
ス
ケ
を
連
れ
て
消
え
た
…
。

夏
海
「
…
ユ
ウ
ス
ケ
…
。
」

士
「
…
く
そ
っ
！
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
…
」

戸
惑
っ
て
い
る
士
た
ち
を
陰
か
ら
見
つ
め
る
視
線
が
あ
る
こ
と
に
、
ま
だ
二
人

は
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
…
。

Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
…
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第
三
話
　
月
影
の
真
の
姿
・
・
・
（
後
書
き
）

急
展
開
？

い
や
、
漫
画
版
は
も
っ
と
急
展
開
な
ん
で
す
（
↑
）

も
う
読
者
無
視
、
も
い
い
く
ら
い
に
（
↑
）

こ
の
小
説
は
な
る
べ
く
説
明
を
少
し
ず
つ
入
れ
て
い
く
つ
も
り
で
す
よ
。

…
そ
う
し
な
い
と
、
本
当
に
読
者
無
視
の
小
説
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
・
・
・
（
（
汗

そ
れ
で
は
ま
た
第
四
話
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

全
て
を
破
壊
し
、
全
て
を
繋
げ
！
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第
四
話
　
兄
妹
亀
裂
（
前
書
き
）

兄
妹
亀
裂
。

タ
イ
ト
ル
か
ら
見
た
ら
凄
い
恐
ろ
し
い
話
な
の
か
、
と

思
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
。

小
夜
ち
ゃ
ん
っ
て
ヤ
ン
デ
レ
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
あ
り
ま
す
よ
ね
…

そ
れ
で
は
第
四
話
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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第
四
話
　
兄
妹
亀
裂

月
影
に
騙
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
こ
と
を
知
っ
た
士
は
、
た
だ
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。

夏
海
は
そ
ん
な
様
子
の
士
を
心
配
そ
う
に
見
つ
め
て
い
る
。

夏
海
「
…
士
く
ん
…
。
」

月
影
に
蹴
飛
ば
さ
れ
た
と
き
の
痛
み
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
士
に
周
り
の
こ
と
を
気
に
し
ろ
、
と
言
っ
て
も
無
理
だ
ろ
う
。

二
人
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
視
線
が
あ
る
こ
と
に
、
気
付
け
な
か
っ
た
。

夏
海
「
士
く
ん
…
大
丈
夫
で
す
か
？
」

士
「
…
ま
ぁ
…
な
ん
と
か
な
。
だ
が
…
な
ん
で
ユ
ウ
ス
ケ
が
連
れ
去
ら
れ
た
ん

だ
…
？
？
」

夏
海
「
…
人
質
…
で
し
ょ
う
か
。
…
ま
さ
か
！
改
造
さ
れ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
…
！
」

士
「
…
そ
れ
は
な
い
は
ず
だ
。
…
多
分
…
」

士
「
（
多
分
究
極
の
闇
を
生
む
た
め
だ
…
。
あ
の
石
を
使
っ
て
…
）
」

士
は
ま
た
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

夏
海
は
ふ
と
横
を
見
る
と
、
何
か
に
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
…
そ
ん
な
感
覚
が

し
た
。

夏
海
「
…
士
く
ん
。
」

士
「
…
ど
う
し
た
？
夏
み
か
ん
。
」

夏
海
「
…
気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
…
。
視
線
を
感
じ
る
ん
で
す
。

」
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士
「
…
視
線
？
」

士
は
辺
り
を
見
渡
す
。

そ
し
て
初
め
て
気
付
い
た
。

彼
女
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
。

士
「
…
小
夜
。
」

夏
海
「
え
？
小
夜
ち
ゃ
ん
…
？
」

士
が
小
夜
の
名
前
を
呼
ぶ
と
、
フ
ラ
リ
と
物
陰
か
ら
姿
を
現
わ
す
。

小
夜
「
…
ず
っ
と
見
て
い
た
の
に
。
」

士
「
…
そ
う
な
の
か
。
」

小
夜
「
小
夜
は
ず
っ
と
お
兄
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
見
て
い
た
の
に
！
」

士
「
…
？
！
」

小
夜
「
…
結
局
お
兄
ち
ゃ
ん
は
自
分
が
大
事
な
ん
だ
よ
。
何
か
を
守
る
と
か
…

絶
対
に
で
き
な
い
。
…
そ
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
…
い
ら
な
い
。
」

小
夜
の
周
り
に
は
黒
い
オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て
く
る
。

士
は
少
し
や
ば
い
…
と
思
っ
た
。

な
ぜ
や
ば
い
と
思
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
こ
の
オ
ー
ラ
は
危
な

い
、
と
。

小
夜
「
…
小
夜
は
ず
っ
と
待
っ
て
た
の
に
。
や
っ
ぱ
り
小
夜
の
元
に
は
戻
っ
て

こ
な
い
ん
だ
ね
。
」

士
「
…
小
夜
…
！
」

小
夜
「
…
も
う
い
い
よ
。
小
夜
は
月
影
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
く
か
ら
。

こ
れ
か
ら
も
。
」

士
「
ま
、
待
て
！
！
小
夜
！
！
」
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士
が
止
め
よ
う
と
し
た
が
、
小
夜
は
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
っ
て
い
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

―
 

―
 

―
 

―

士
は
動
揺
し
て
い
た
。

記
憶
は
戻
っ
た
が
、
小
夜
が
そ
ん
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
か

ら
だ
。

戻
っ
て
き
た
記
憶
を
必
死
に
た
ど
る
。
自
分
は
彼
女
に
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。

彼
女
は
不
思
議
な
オ
ー
ロ
ラ
を
発
現
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
オ
ー
ロ
ラ
は
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
場
所
と
は
違
う
世
界
が
映
し
出
さ

れ
て
い
た
。

し
か
し
彼
女
は
そ
の
オ
ー
ロ
ラ
を
通
っ
て
世
界
を
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

そ
れ
が
で
き
た
の
は
・
・
・
士
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
オ
ー
ロ
ラ
の
中
に
入
っ
て
違
う
世
界
で
遊
ん
だ
こ
と
は
あ
っ
た
。

で
も
ち
ゃ
ん
と
小
夜
の
も
と
に
戻
っ
て
き
て
い
た
。

士
「
（
く
そ
・
・
・
！
）
」

舌
打
ち
を
す
る
士
。

そ
れ
を
見
て
い
た
夏
海
は
今
ま
で
疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
を
ぶ
つ
け
る
こ
と

に
し
た
。

夏
海
「
士
く
ん
・
・
・
。
士
く
ん
は
こ
の
世
界
に
い
た
こ
ろ
何
を
し
て
い
た
ん

で
す
か
？
」

士
「
・
・
・
何
を
し
て
い
た
か
、
だ
と
？
」

夏
海
「
・
・
・
は
、
は
い
。
い
や
・
・
・
私
は
何
も
知
ら
な
い
し
・
・
・
。
知

り
た
い
ん
で
す
。
士
く
ん
の
こ
と
。
」

士
は
で
き
れ
ば
自
分
の
過
去
を
誰
か
に
知
ら
れ
た
く
は
な
か
っ
た
。
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な
ぜ
な
ら
。

ユ
ウ
ス
ケ
を
と
ら
え
た
組
織
の
一
番
上
に
い
た
か
ら
。

夏
海
「
話
し
た
く
な
い
な
ら
い
い
ん
で
す
。
で
も
・
・
・
で
も
や
っ
ぱ
り
気
に

な
る
っ
て
い
う
か
・
・
・
。
」

士
「
結
局
は
知
り
た
い
、
っ
て
こ
と
だ
ろ
。
は
っ
き
り
言
え
よ
。
」

夏
海
「
ま
、
ま
ぁ
・
・
・
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
・
・
・
。
」

士
「
話
す
ぜ
、
俺
の
過
去
。
」

夏
海
「
え
・
・
・
？
い
い
ん
で
す
か
？
」

士
「
・
・
・
あ
ぁ
。
後
悔
し
て
も
し
ら
ね
ぇ
か
ら
な
。
」

士
が
そ
う
い
う
と
夏
海
は
笑
顔
に
な
っ
た
。

そ
し
て
士
は
自
分
の
過
去
の
こ
と
を
話
し
出
し
た
・
・
・
。

Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
…
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第
四
話
　
兄
妹
亀
裂
（
後
書
き
）

最
近
携
帯
で
下
書
き
し
て
そ
れ
を
Ｐ
Ｃ
に
メ
ー
ル
送
信
し
て
、

そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
Ｕ
Ｐ
す
る
、
と
い
う
形
を
と
っ
て
ま
す
！

な
の
で
最
近
は
結
構
ス
ピ
ー
ド
早
め
で
す
（
（
笑

さ
て
、
今
回
の
第
四
話
で
し
た
。
い
か
が
で
し
た
か
？

や
っ
ぱ
り
セ
リ
フ
が
多
い
で
す
ね
。

も
う
少
し
セ
リ
フ
を
減
ら
さ
な
い
と
・
・
・
だ
め
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
第
五
話
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

世
界
を
破
壊
し
、
世
界
を
繋
げ
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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